
 

自らの学びを蓄積し活用する力の育成 

―学びの記録「ポイカ」を用いた支援を通して― 

前橋市立東中学校 宮﨑 智嗣 

 本研究は、「学びの記録『ポイカ』を用いた支援」を通して、生徒の「自らの学びを蓄積

し活用する力の育成」を目指すものである。そのために、第２学年で、一人一台端末を用

いて以下の実践を行い、成果を検証した。 

「授業での理解度を自覚するための工夫」として、生徒が授業での理解度を自覚できる

ようにするために、学びの記録として端末上で「ポイカ」を作成し、学びを可視化して記

録するとともに、学習の振り返りで、生徒が理解度を自覚する場面を設定した。また、「授

業と家庭学習をつなぐ工夫」として、生徒が授業での理解度に応じた課題を家庭学習で選

択できるようにするために、教師が「学習の対応表」を作成し、提示した。そして、家庭

学習でのつまずきを解消するために、「ポイカ」を基に、授業において、個や全体の理解度

に応じた支援を行った。さらに、「単元の学びを整理する場の設定」として、生徒が単元の

学びを関連付け構造化して捉えられるようにするために、単元末の授業で「ポイカ」を利

用し、教え合いを行う場を設け、学びを整理した。 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編（以下「学習指導要領」という。）に

おいて、学習の基盤となる資質・能力の一つとして情報活用能力が位置付けられ、学習活

動において、情報を得たり、整理・比較したり、発信・伝達したり、保存・共有したりする

ことができる力であると示された。情報活用能力は、「世の中の様々な事象を情報とその結

び付きとして捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決し

たり自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力である」と定義されている。

「前橋市学校教育情報化推進計画」では、「各教科の特質に応じた見方・考え方を働かせる

手立ての一つとして、情報収集、整理、分析、表現、発信等の活動を意図的に取り入れる

ことで、主体的・対話的で深い学びの実現と情報活用能力の育成を目指した授業づくりを

推進していく」と示されている。さらに、授業や宿題、自主学習において、子供たちが端

末の便利さを実感し、端末活用が習慣化されるよう、意図的に取り組ませていくことで、

学習者用端末を個に応じた学習ツールとして活用することを目指している。「はばたく群馬

の指導プランⅡICT 活用 Version」では、ICT を活用した新しい学びの充実に向け、授業と

家庭学習のつながりを見直し、学びの質を高めることが求められている。これらのことか

ら、授業と家庭学習を結び付けながら、生徒の情報活用能力を育成することが必要である

と考える。 

勤務校の生徒からは、授業や家庭学習において、学習者用端末の活用が習慣化されてい

ない様子がうかがえた。また、生徒は授業での理解度を十分に捉えられていないため、授

業の内容と自分の理解度を踏まえず、目的意識がないまま家庭学習に取り組む様子が見ら

れた。このことから、教師が、一単位時間の授業での理解度を生徒が自覚できるような指

導を十分に行えていないことや、生徒の理解度に応じた家庭学習を設定していないことが



 

課題であると考える。 

これらの課題を解決するためには、生徒が学習者用端末を用いて、授業での理解度を自

覚できるように支援を講じること、生徒の理解度に応じた学習課題を示した上で生徒が課

題を選択できるようにすることが必要であると考えた。さらに、授業と家庭学習における

学びを単元末に整理することで、単元の学びをより強く自覚できるようになると考えた。

本研究では、授業と家庭学習における学びを一種の情報と捉え、それらの情報の関係性を

つなげたり、構造的に整理したりしながら、情報活用能力の育成を目指す。学びを一種の

情報と捉え、端末に記録したものを「学びの記録」とし、ポイカと称す。この「ポイカ」を

用いた支援を通して、生徒が自分の理解度を自覚し、授業と家庭学習の関連付けを行いな

がら学習の個性化を図る。そして、単元の学びを関連付けて構造化していくことで、自ら

の学びを蓄積し活用する力を育成できると考え、主題を設定した。 

 本研究での目指す生徒像を「生徒が自らの学びを他者と共有・記録し、課題解決に利用

したり、自分が使いやすいように整理したりすることができる生徒」とする。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

 自らの学びを蓄積し活用する力を育成するために、学びの記録として「ポイカ」を用い

た支援が有効であることを、実践を通して明らかにする。 

 

Ⅲ 研究の見通し 

 

一人一台端末を用い、以下の三つの手立てを取り入れることで、生徒自らの学びを蓄積

し活用する力を育成することができるであろう。 

〇 学びの記録「ポイカ」を用いた支援 

【手立て１】授業での理解度を自覚するための工夫 

生徒が授業での理解度を自覚できるようにするために、学びの記録として端末上で「ポ

イカ」を作成し、学びを可視化して記録する。また、学習の振り返りで、生徒が理解度を

自覚する場面を設定する。 

【手立て２】授業と家庭学習をつなぐ工夫 

生徒が授業での理解度に応じて家庭で学習の課題を選択できるようにするために、教師

が「学習の対応表」を作成し、提示する。そして、家庭学習で生じたつまずきを解消する

ために、授業において、「ポイカ」を基に、個や全体の理解度に応じた支援を行う。 

【手立て３】単元の学びを整理する場の設定 

生徒が単元の学びを関連付け構造化して捉えられるようにするために、単元末の授業で

「ポイカ」を利用し、教え合いを行う場を設け、学びを整理する。 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 基本的な考え方 

(1) 「自らの学びを蓄積し活用する力」とは 



 

本研究における「自らの学び」とは、生徒が学習を進める中で得た、知識・技能などの

ことである。「自らの学びを蓄積し活用する力」とは、「自らの学びを記録し他者と共有す

ること」「記録した自らの学びを課題解決に利用すること」「自らの学びを自分が使いやす

いように整理すること」の、三つから成り立つものとする。 

学習指導要領で示されている情報活用能力と「自らの学びを蓄積し活用する力」の対応

をまとめたものが表１である。この力は、自らの学びを自覚し、次の学習にそれを生かし

ながら取り組むという、主体的に学習に取り組む態度の育成にもつながる。学びを蓄積し

活用する力を育成するためには、日常的に授業と家庭学習での学びを関連付け、その蓄積

と活用を一連の流れとして繰り返し

行うことが必要である。 

森本（2018）は、一人一台端末の活

用について、「児童生徒が場所や時間

に関係なくタブレット端末を用いて、

あらゆる学びの記録をデータとして日常的に記録することが容易になった」と同時に「収

集した学習記録を組み合わせることで、児童生徒が何を考え、どう行動し、どのような成

果を得たかといった学びの変容を把握することが可能になる」と述べている（森本，2018，

PP.820-821）。このことから、ICT を活用し、学びの記録をデータとして扱うことで、生徒

が日常的に問題を発見・解決し自分の考えを形成していくことにつながる。また、教師は

生徒の学びの変容を把握することで、生徒それぞれへの学習支援が容易になると考える。 

(2) 「学びの記録『ポイカ』を用いた支援」とは 

本研究における「学びの記録『ポイカ』」とは、Google Jamboard を使い、自らの学びを

付箋にし、文字や画像で記録したものである（図１）。 

「学びの記録『ポイカ』を用いた支援」とは、生徒が自らの学び

を蓄積し活用する力を身に付けられるようにするために行う三つの

支援のことである。ポイカを用いて、手立て１「授業での理解度を

自覚するための工夫」と、手立て２「授業と家庭学習をつなぐ工夫」

を繰り返し行うことで、生徒が自身の学びと学習の理解度を自覚し

ながら、学びの記録を蓄積していく。そして、単元末の授業で、手立て３「単元の学びを

整理する場の設定」を行うことで、自身の学習の理解度に応じて単元の学びを整理し、単

元の学びをより確かなものにしていくことである（P.58 研究構想図参照）。 

２ 手立ての説明 

(1) 【手立て１】授業での理解度を自覚するための工夫 

生徒が授業での理解度を自覚できるようにするために、

「ポイカを作成する場の設定」と「理解度を自覚する場の設

定」を、表２のとおりに行う。 

「ポイカを作成する場の設定」では、授業のめあてを追究

する場面や学習をまとめる場面で、生徒がポイカを作成する

場を設ける。ポイカは一単元で一つのシートに記録し蓄積し

ていく。このシートを「ポイカシート」と称す（P.66 図 16 参照）。また、生徒がポイカの

必要性を感じられるようにするために、生徒とのやり取りを通して、自分の理解度によっ

 

 

 

 



 

て色を分けることとし、表３のよう

にまとめた。ポイカの作成に時間が

かかることが予想されるが、板書を

ノートに写すことの一部をポイカに

置き換えることで、その時間を確保

する。生徒や教師がポイカを作成し

利用する際の留意点は、主に三つある。 

一つ目は、生徒が授業のめあてを意識してポイカを作成できるようにするために、授業

で必ず理解するべき知識・技能などは、教師が生徒にポイカを作成するよう促すことであ

る。その際、その後の授業や単元末のまとめにつなげるために、ポイカへの記載内容が基

本の内容なのか、応用の内容なのかを教師が示し、ポイカシートに記録できるようにする。

ポイカに記録していない学びは、振り返りの際に、生徒が必要に応じて「オリジナルポイ

カ」として記録する。オリジナルポイカを作成することは、生徒が課題解決のためのコツ

を見いだすことや、次時以降の学習に役立つ学びを、生徒が主体的に共有・記録すること

につながる。 

二つ目は、既習事項を使い図形の性質を説明する授業において、ポイカ同士を関連付け

て構造化するために、考える上で必要な既習事項を記録したポイカを応用の場に複製し、

ポイカ同士を重ねたり、つなげたり、分類したりできるようにすることである。 

三つ目は、教師が生徒の理解度を把握し、授業に生かすために、Jamboard を介して生徒

と教師で学びを共有し、生徒のポイカをいつでも確認できるようにすることである。 

「理解度を自覚する場の設定」とは、一単位時間の学習の振り返りの中で、ポイカの色

を変える活動を、「教え合いとオリジナルポイカの作成」と、「適用問題を解く」の二段階

で行うことである。「教え合いとオリジナルポイカの作成」では、生徒が十分に理解できな

かった学習内容を理解できるようにするために、作成したポイカの色を基に、３～４人の

グループで教え合いを行う。ピンク色（復習が必要なこと）のポイカがある場合は、グル

ープ内でピンク色のポイカを水色（分かったこと）のポイカに変えるための教え合いを行

い、授業でつまずいたことを解消する。また、オリジナルポイカを作成・共有し、学びを

記録する。「適用問題を解く」では、本時の学習内容を身に付けることができたかを、生徒

が客観的に判断できるようにするために、教師が本時の学習内容を活用する適用問題を提

示し、生徒はそれを解くことで理解度を確認する。その正誤を基にポイカの色を変えるこ

とで、理解度の自覚につながると考えた。 

(2) 【手立て２】授業と家庭学習をつなぐ工夫 

生徒が授業での理解度に応じて家庭で課題を選択したり、家庭学習でのつまずきを解消

したりするために、「学習の対応表の提示」と、「理解度に応じた支援」を行う。 

「学習の対応表の提示」では、生徒が、何を復習するべきかを捉え授業と家庭学習を関

連付けられるようにするために、自分のポイカの色を基に家庭学習の内容を選択できる、

「学習の対応表」を教師が作成し提示する。そこには、教科書や副教材、ミライシードの

ドリルパークと授業内容を対応させるとともに、学習内容を基本と応用に分けて示す（次

頁図２）。また、生徒のピンク色のポイカの数、適用問題の正答率を考慮するとともに、心

配や不安が残る生徒の様子も考え、生徒の心情を基に、基本か応用かを自ら判断できる表



 

を付ける。さらに、ピンク色のポイカの内容を家庭で復習し、

問題に正解した場合は、水色のポイカを作成し重ねることを

伝える。教師が対応表を作成し示すことで、生徒が授業での理

解度に応じた家庭学習を進められるようになるものと考え

る。それは、定期テスト前など、限られた時間で複数の教科の

学習を進めなくてはならない状況でも、効率的に学習を進め

る支援につながる。 

「理解度に応じた支援」とは、家庭学習でのつまずきを解消

するために、教師は授業前までに生徒のポイカの状況を確認

し、個や全体の理解度に応じた支援を行うことである。高橋

（2021）は、ICT を使って振り返りを行うことについて、「短時間で学習状況を把握し、そ

れを基に次の授業をよりよく変えようと考える材料になる」とともに、「子供に個別の声が

けもしやすくなり、学習の個別化につながる」と述べている（高橋，2021，PP.26-27）。従

って、個の理解度に応じた支援を通して、教師が一人一人の生徒のピンク色のポイカがそ

のままなのか、水色に変えることができたのかを確認することで、授業の個別追究の場面

で、個に応じた支援を必要としている生徒に的確な支援を行うことができるようになる。

また、全体の理解度に応じた支援として、ピンク色のポイカを作成している生徒の人数を

把握することで、授業中に、既習事項の確認を全体で丁寧に行うことができる。生徒が意

識してポイカを作成し利用する機会となるように、授業の導入や授業中に既習事項を確認

したり使ったりする場面で、ポイカを見返すよう声掛けを行う。 

(3) 【手立て３】単元の学びを整理する場の設定 

手立て１・２を通して作成されたポイカを基に、学びを関連付け構造化して捉えられる

ようにするために、単元末に教科書の「たしかめ問題」を通して教え合いを行う場や、学

びを自覚しながら、以後の学習に利用できる、自分の理解度に合

った「ポイカシート」を作成する場を設定する（表４）。 

また、単元末の授業終了後の家庭学習において、分からない内

容があった生徒は、ポイカシートを見返すことで、何を復習する

べきなのか、特定することができ、自分の理解度に応じた効率的

な学習が進められる。 

３ 研究構想図 

 

 

P.115－1(1) P.115－1(2) P.115－1(3) P.107 Q1
P.107 Q2のプラスワン

対頂角 P.75 □1 平行線の性質 P.75 □4 □5 P.77 □1 □2 P.77 □3
平行線であるための条件 P.75 □6 P.77 □4

対頂角 P.101 Q2 平行線の性質 P.102 Q2 三角形の性質 P.105 Q3 P.107 Q2

同位角錯角 P.101 Q3 平行線であるための条件 P.103 Q3 P.115－1(4)

対頂角 P.74 □1 □2 平行線の性質 P.74 □4 P.76 □1 P.76 □2

同位角錯角 P.74 □3 平行線であるための条件 P.75 □3

P.115－2(1) P.115－2(2) P.131－1(1) P.131－1(2)

P.115－2(3) P.131－1(3)

P.79 □1(2)(4) P.79 □2 P.79 □3 P.90

P.79 □4 P.90 □2 P.90 □1

多角形の内角の和 P.109 例3 P.111 Q1

何角形か？ P.109 例4 P.111 Q3

P.78 □1 P.78 □3 P.78 □4 

P.78 □2

手順３　ピンクのポイカだった内容の問題ができたら、水色のポイカを重ねよう。

　　　　水色のポイカの内容の問題ができなかったら、ピンクのポイカを重ねよう。

4章　平行と合同

1節　角と平行線

数学　[学習の対応表]

自分の気持ち

適用問題正解〇

ピンクポイカなし
大丈夫。余裕。 応用

応用か基本の判定

基本

応用

基本できたけど心配。不安だから復習したい。

手順１　毎時間の授業でのポイカの様子や、自分の気持ちから応用か基本を選ぼう。

基本

大丈夫。できそうだ。

ベーシックドリル4－2

ワーク

ドリルパーク

教科書

授業⑤教科書P.108-109 授業⑥教科書P.110-111

教科書

教科書

ドリルパーク
ベーシックドリル4－1

ワーク

授業⑦教科書P.112-113

今までの基本の内容を繰り返す

平行線と角 三角形の角

パワーアップドリル4－2

ベーシックドリル4－4ベーシックドリル4－2

ベーシックドリル4－1

ベーシックドリル4－4 パワーアップドリル4－1

ベーシックドリル4－3

星形の図形の角の和

授業⑧教科書P.114

図形の性質の調べ方

基本

教科書

ワーク

ドリルパーク

授業の様子

適用問題不正解×

授業①教科書P.100-101

いろいろな角

ワーク

ドリルパーク

できません。わかりません。

ピンクはないけど心配。不安。復習したい。

応用

応用

基本

手順２　授業内容と自分が決めた応用か基本をもとに、家で復習する内容を選んで、家で復習してみよう。

多角形の内角 多角形の外角

授業②教科書P.102-103 授業③教科書P.104-105 授業④教科書P.106-107

図形の性質と補助線

ベーシックドリル4－3

P.115－1(1) P.115－1(2) P.115－1(3) P.107 Q1
P.107 Q2のプラスワン

対頂角 P.75 □1 平行線の性質 P.75 □4 □5 P.77 □1 □2 P.77 □3
平行線であるための条件 P.75 □6 P.77 □4

対頂角 P.101 Q2 平行線の性質 P.102 Q2 三角形の性質 P.105 Q3 P.107 Q2

同位角錯角 P.101 Q3 平行線であるための条件 P.103 Q3 P.115－1(4)

対頂角 P.74 □1 □2 平行線の性質 P.74 □4 P.76 □1 P.76 □2

同位角錯角 P.74 □3 平行線であるための条件 P.75 □3

P.115－2(1) P.115－2(2) P.131－1(1) P.131－1(2)

P.115－2(3) P.131－1(3)

P.79 □1(2)(4) P.79 □2 P.79 □3 P.90

P.79 □4 P.90 □2 P.90 □1

多角形の内角の和 P.109 例3 P.111 Q1

何角形か？ P.109 例4 P.111 Q3

P.78 □1 P.78 □3 P.78 □4 

P.78 □2

手順３　ピンクのポイカだった内容の問題ができたら、水色のポイカを重ねよう。

　　　　水色のポイカの内容の問題ができなかったら、ピンクのポイカを重ねよう。

4章　平行と合同

1節　角と平行線

数学　[学習の対応表]

自分の気持ち

適用問題正解〇

ピンクポイカなし
大丈夫。余裕。 応用

応用か基本の判定

基本

応用

基本できたけど心配。不安だから復習したい。

手順１　毎時間の授業でのポイカの様子や、自分の気持ちから応用か基本を選ぼう。

基本

大丈夫。できそうだ。

ベーシックドリル4－2

ワーク

ドリルパーク

教科書

授業⑤教科書P.108-109 授業⑥教科書P.110-111

教科書

教科書

ドリルパーク
ベーシックドリル4－1

ワーク

授業⑦教科書P.112-113

今までの基本の内容を繰り返す

平行線と角 三角形の角

パワーアップドリル4－2

ベーシックドリル4－4ベーシックドリル4－2

ベーシックドリル4－1

ベーシックドリル4－4 パワーアップドリル4－1

ベーシックドリル4－3

星形の図形の角の和

授業⑧教科書P.114

図形の性質の調べ方

基本

教科書

ワーク

ドリルパーク

授業の様子

適用問題不正解×

授業①教科書P.100-101

いろいろな角

ワーク

ドリルパーク

できません。わかりません。

ピンクはないけど心配。不安。復習したい。

応用

応用

基本

手順２　授業内容と自分が決めた応用か基本をもとに、家で復習する内容を選んで、家で復習してみよう。

多角形の内角 多角形の外角

授業②教科書P.102-103 授業③教科書P.104-105 授業④教科書P.106-107

図形の性質と補助線

ベーシックドリル4－3



 

Ⅴ 実践の概要 

 

１ 実践計画 

(1) 実践の対象 

勤務校の第２学年２学級 62 名を対象として実践する。 

(2) 単元(教材)名 

  角と平行線（大日本図書、数学の世界２、2020 年） 

(3) 実践期間 

 令和４年 10 月 11 日（火）～11 日２日（水）（９時間×２学級＝全 18 時間） 

２ 検証計画 
検証の視点 検証の方法 

【手立て１】授業での理解度を自覚するための工夫 
〇振り返りにおける教え合いで、自他の、分からなかった問題を解決しようとしていたか。 
〇学習内容を振り返りながら、オリジナルポイカを作成することができたか。 
〇適用問題の正誤に基づき、ポイカの色を変えて、自分の理解度を自覚することができたか。 

〇事前・毎時間・事後
のアンケート 

〇ポイカの記載事項の
様子 

【手立て２】授業と家庭学習をつなぐ工夫 
〇自分が復習する内容を選択するために、ポイカと学習の対応表を照らし合わせることは役立ったか。 
〇自分の理解度に応じた家庭学習を行うことができたか。 
〇教師が生徒の理解度に応じて授業に復習を取り入れたことは、既習事項を振り返る上で役立ったか。 

〇事前・毎時間・事後
のアンケート 

〇抽出生徒の様子 

【手立て３】単元の学びを整理する場の設定 
〇「たしかめ問題」では、ポイカを見返しながら既習事項を意識して問題を解くことができたか。 
〇ポイカやポイカシートを使い、単元の学びを他の生徒に伝えることができたか。 
〇単元における自分の理解度を自覚し、学びを整理することができたか。 

〇事前・事後のアンケ
ート 

〇ポイカの変化の様子 
〇抽出生徒の様子 

３ 実践 

(1) 実践の概要 

 授業実践は、第２学年の数学科「角と平行線」で実施した。生徒が自らの学びを蓄積し

活用できるようにするために、「学びの記録『ポイカ』を用いた支援」として、手立て１

「授業での理解度を自覚するための工夫」、手立て２「授業と家庭学習をつなぐ工夫」、手

立て３「単元の学びを整理する場の設定」の三つを、「ポ

イカ」を用いて行った。また、本研究の汎用性を高める

ために、第２学年の外国語科「Unit6 Work Experience」

において、外国語担当教師に協力を依頼し、同様の授業

実践を行ってもらった（図３）。 

〇 【手立て１】授業での理解度を自覚するための工夫 

生徒が、授業での理解度を自覚できるようにするために、ポイカを作成した。また、学

習の振り返りの中でポイカの色を変える場面を二段階で設定した。 

ア 学びの記録「ポイカ」を作成する場の設定 

生徒が授業のめあてを意識してポイカを作成できるようにする

ために、授業で必ず理解すべき内容は、「ポイ化」というフラッシ

ュカードを示し（図４）、ポイカの作成を促した。ポイカの内容を

図で示したいときには、ワークシートに「ポイスポット」を設置

し（図５）、そこに生徒が書き込みをして写真に撮り、ポイカとし

て記録するようにした。ポイカにした知識・技能などは、「平行線

の性質」「三角形の性質」「図形の性質」などである。また、「図形

の性質を調べるためには補助線を引く」といった課題を解決する

考え方も記録した。 
 



 

第４時、第７時、第８時の授業では、ポイカシートの応用の

欄を使い、図形の性質を説明する授業を行った。例えば、第７

時では、くさび形の性質を見いだし、既習事項を用いてその性

質を説明した。図６のようにポイカを利用し、説明の根拠とな

る既習のポイカのコピーを並べることを通して、既習の知識と

の関連付けを行い、学びの構造化を図った。そして、それらを

他者と比較・共有しながら、考えを広げ深めることを通して、既習事項が課題解決に生か

せることを実感できるようにした。 

イ 理解度を自覚する場の設定 

振り返りにおいてポイカの色を変えることを意識付けるために、黒

板に色を変える手順が分かる掲示物を提示した（図７）。 

「教え合い」では、作成したポイカを基に、ピンク色のポイカを水

色に変えるための教え合いを行ったことで、積極的に学習内容を理解

しようとする様子が見られた。一方で、教え合いがうまくいかないグ

ループには、教師がヒントを出すなど、理解できるように支援をした。

「オリジナルポイカの作成」では、自分なりの学びを記録できるよう、

本時で学んだことについて、生徒同士で話し合い、学習を振り返る時間

を設けた。他者の学びを参考にし、自分の学びに加えてもよいことも伝

えた。第７時では、オリジナルポイカを作成した生徒に発表を促し、全体

で学びを共有し、オリジナルポイカを作成する動機付けを図った。また、

ポイカやポイカシートを自分なりに工夫する生徒も見られるようになっ

たため、自分の理解度に合った使いやすいポイカやポイカシートにして

よいことを伝えるとともに、工夫されているものを印刷して掲示し紹介した（図８）。 

「適用問題を解く」では、学習内容を理解できたか生徒が判断できるようにするために、

教師が本時の学習内容の適用問題を提示し、生徒は問題を解き、全体で答え合わせを行っ

た。生徒が、授業での理解度を自覚できるようにするために、適用問題が正解だった場合

は、対応するポイカを水色に、不正解の場合はピンク色にして記録するよう促した。 

〇 【手立て２】授業と家庭学習をつなぐ工夫 

教師は、生徒が授業での理解度に応じた家庭学習の課題を選択することができるような

学習の対応表を作成し、提示した（P.71 資料２参照）。生徒は、授業で作成したポイカを基

に、学習の対応表と照らし合わせ、課題を選択していた。そして、家庭学習を行い、選択

した課題ができたかできなかったかに応じて、ポイカに記録した。また、教師もポイカを

基に、生徒の理解度を把握することで、次の授業で、生徒全体や個に応じた学習支援を行

った。 

ア 「学習の対応表」の提示 

学習の対応表は、生徒それぞれの実態に対応できるように、紙媒体とデジタル媒体

（Jamboard のシートに添付）の二通りで配付した。また、家庭学習で既習事項を確認する

ことが、次の授業につながることを意識付けるために、折に触れて、本単元が既習事項を

使って新たな性質について説明する学習内容であることを伝えた。そして、学習の振り返

り後には、大型提示装置に学習の対応表を映し、自分に合った学習の内容を選択し、家庭

 



 

学習を行うよう投げかけた。さらに、生徒がどんな家庭学習を行ったのか

が分かるように、家庭学習を行った際は同じ内容のポイカを重ねるように

伝えた。図９は、第３時の授業後に家庭学習を行い理解したため、ピンク

色のポイカの上に水色のポイカを重ねて置いたものである。このようにポ

イカを通じて、授業での理解度と、家庭学習の内容の関連付けを図った。 

イ 理解度に応じた支援 

教師は授業前にポイカを確認し、生徒の理解度を把握した。学級全体でピンク色のポイ

カが多かった学習内容については、既習事項の確認を丁寧に行った。ただし、ピンク色の

ポイカは、生徒にとっては理解度を自覚する上で、教師にとっては生徒の理解度を把握す

る上で欠かせないものなので、ピンク色のポイカを作成することは悪いことではないこと

を伝えた。また、家庭学習で、ピンク色のポイカを水色に変えた生徒がいたことにも触れ、

自分に合った課題を選択し家庭学習に取り組んだことを認め称賛した。ピンク色のポイカ

を記録している生徒には、個別追究の場面で声をかけ、個に応じた支援を行った。例えば、

第１時に錯角の位置関係がつかめなかった生徒には、第２時の平行な２直線に１直線が交

わる求角問題において、個別に角の位置とその関係を確認しながら、錯角について復習を

行った。授業の導入や、既習事項を確認する必要がある場面でも、ポイカを利用して生徒

の理解度を把握した上で学習のつまずきへの支援を行った。 

〇 【手立て３】単元の学びを整理する場の設定 

 第９時、単元末の授業では、授業や家庭学習の中で作成・記録したポイカを利用し、単

元の学びを再確認しながら、「たしかめ問題」を行った（図 10）。

そして、教え合いを行い、学びを自覚しながら、単元の学びを整

理した。学習の目的として、単元末の自分の理解度を自覚するこ

とと、教え合いを通して、自分の理解度に合ったポイカを記録し

たり、ポイカシートを作成したりすることを生徒に示した。 

また、生徒が「たしかめ問題」に取り組むにあたり、答えを出

すためにはどのような既習事項が必要なのか、他者に答えの求め方をどのように説明する

とよいのかを考えながら、ポイカを利用して問題に取り組むように声を掛けた。さらに、

以前の応用の内容の授業で、既習のポイカを複製し、既習事項と関連付けて学習内容を捉

えていたことにも意図的に触れ、単元の学習のつながりを意識できるようにした。 

 「たしかめ問題」の教え合いの場面では（図 11）、教え合

いを活性化するために、席を離れても良いことを伝えた。一

人で悩んでいる生徒には、他の生徒と教え合いを行うよう促

した。他者と教え合うことを通して、自分の理解度を自覚し

ながら、自分に合ったポイカを作成してポイカシートを整理

し、今後の学習に生かすことができるようにした。 

(2) 結果と考察 

〇 【手立て１】授業での理解度を自覚するための工夫 

「振り返りにおける教え合いで、自他の分からなかった問題を解決しようとしていた

か」「学習内容を振り返りながら、オリジナルポイカを作成することができたか」「適用問

題の正誤に基づき、ポイカの色を変えて、自分の理解度を自覚することができたか」を検



 

証するため、ア 事前・毎時間・事後のアンケートの結果、イ ポイカの記載事項の様子の

２点から手立て１「授業での理解度を自覚するための工夫」の有効性を述べる。 

ア 事前・毎時間・事後のアンケートの結果 
表５ 手立て１「授業での理解度を自覚するための工夫」に関わる事前・事後アンケート結果（N＝56 事後 N＝53） 

質問項目  当てはまる 
どちらかとい
えば当てはま

る 

どちらかといえ
ば当てはまら

ない 

当てはまら
ない 

必要がな
かった 

ａ 授業や振り返りでは、ポイカを基にして、分からない内容
を確認し、他の生徒に教えてもらい分かるようになった。 

事後 
のみ 

43.4％ 30.2％ 
5.6％ 5.6％ 15.1％ 

73.6％ 
ｂ 授業や振り返りでは、ポイカを基にして、他の生徒に教え
ることができた。 

事後 
のみ 

30.2％ 32.1％ 
18.9％ 11.3％ 7.5％ 

62.3％ 
ｃ 学習の振り返りでは、授業での自分なりの学びを、オリジ
ナルポイカとして作成した。 

事後 
のみ 

66.0％ ― ― 34.0％ ― 

ｄ 毎時間の数学の授業の学習内容について、自分の分か
っているところと分かっていないところが判断できる。 

事前 
37.5％ 37.5％ 19.6％ 5.4％ ― 

75.0％（42 人） 14 人 ― 

事後 
53.7％ 40.7％ 5.7％ 0％ ― 

94.4％（50 人） 3 人 ― 

表５は、手立て１「授業での理解度を自覚するための工夫」

に関わる事前・事後アンケートの結果である。質問項目ａと

ｂにおいて、教え合いを通して分かるようになったと回答す

る生徒は 73.6％、他の生徒に教えることができた生徒は

62.3％であった。また、表６は毎時間の、ポイカ作成時にピ

ンク色のポイカを作成した人数と、それを教え合いで水色に

変えた人数の割合である。アンケートでは、「他の人の理解

度が見られるから、教え合いのときに説明しやすかった」と

の記述もあり、ポイカが教え合いに役立ったことが分かる。これらのことから、「振り返り

における教え合いで、自他の分からなかった問題を解決しようとしていた」ことが分かる。 

質問項目ｃにおいては、「オリジナルポイカを作成することができた」と回答する生徒は

66.0％であった。表７は、オリジナルポイカの

内容を分類したものである。知識・技能に留ま

らず、ポイカの内容を自分なりに捉え直した記

述、図形の性質の見いだし方や、単元をまたい

だ学習のつながりを捉える記述、未習の性質に

ついての予想などをオリジナルポイカとして

記録していた。このことから、半数以上の生徒

が学習内容を振り返りながら、オリジナルポイ

カを作成することができたことが分かる。 

質問項目ｄにおいては、「授業後の理解度を自覚できる」と答えた生徒の割合が 75.0％か

ら 94.4％と増えていることが分かる。「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」「どち

らかといえば当てはまらない・当てはまらない」という回答の人数に関してχ2検定を行っ

たところ、有意差が認められ「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」が事後には増

加していた（χ2＝6.337 ，df＝１，p<.05）。このことから、生徒は適用問題の正誤に基づ

き、ポイカの色を変えて、自分の理解度を自覚することができたと言える。 

これらのことから、ポイカを利用し教え合いと適用問題の二段階で理解度を判断する場

を設定したことは、生徒が自分の理解度を自覚することに効果があることが分かる。 

イ ポイカの記載事項の様子 

 生徒Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの振り返りでのオリジナルポイカの作成の様子である。 

 

 



 

生徒Ａは、くさび形の性質を考え説明する学習の振り返り

で、既習の性質は三角形に関わることが多いことに気付き、

それらを使って複数の方法で説明できることを理解したた

め、自分の学びを「複雑な図形を解くときは三角形を探す」

とポイカにし、発表した（図 12）。「三角形が見つからなかっ

たら？」との教師の問い返しに対し、生徒Ａは、「補助線を

引いて三角形を作る」と答えた。生徒Ｂは、そのやり取りから、図形

に三角形がない場合は、補助線を引くことが重要であることに気付き、

「複雑な図形の角を求めるときは補助線を使って三角形を探す」とポ

イカにした。また、生徒Ｃは、生徒Ａが日頃の授業においても、ねら

いにせまった発言をしていることを認識していたため、「（友）複雑な

図形では三角形を探す」とポイカにした（図 13）。このように、他者と

の共有の中で、自分が必要だと思うことを整理しながらポイカを記録

する姿が多く見られた。本時の学習の内容を踏まえ、他者の学びから

自分が学んだことも、次時の学習に生かせると判断したと考えられる。 

生徒Ｄは、物事を考えるときに自分なりの予想を立ててから考える習慣が身に付いてい

る。生徒Ｄは、平行線の性質の学習の振り返りにおいて、「ＸならばＹのとき、ＹならばＸ

も言える（今のところその可能性が高い）」という、今後学習する「命題の逆」に関わるオ

リジナルポイカを作成した。このポイカが作成されたことで、「命題の逆」について触れた

事実が残り、後日「命題の逆」について学習する際に、自分自身が作成したポイカから、

学習のつながりを実感できることが想定される。さらには、「命題の逆」の授業において、

教師が生徒Ｄのポイカを取り上げることで、「命題の逆は必ず成り立つのか」という生徒の

疑問を追究する授業が可能になる。また、生徒Ｅの作成した「（内角の和について）角が増

えると 180°増える。つまり、比例の関係」（正しくは比例ではなく１次関数）というオリ

ジナルポイカからも、ポイカを作成し記録する一連の活動を継続していくと、複数の単元

や領域にまたがった学習のつながりを実感することにもつながるという可能性を感じた。 

以上のことより、手立て１「授業での理解度を自覚するための工夫」を行ったことは、

生徒が自分の理解度を自覚する上で有効であったと考える。しかし、34.0％の生徒は、オ

リジナルポイカを作成することができなかった。これは、何を書けばよいのか分からなか

ったり、思いつかなかったりしたことが原因だと考えられる。今後は、振り返りにおいて、

オリジナルポイカを紹介する場面を確保していく必要がある。 

〇 【手立て２】授業と家庭学習をつなぐ工夫 

「自分が復習する内容を選択するために、ポイカと学習の対応表を照らし合わせること

は役立ったか」「自分の理解度に応じた家庭学習を行うことができたか」「教師が生徒の理

解度に応じて授業に復習を取り入れたことは、既習事項を振り返る上で役立ったか」を検

証するため、ア 事前・毎時間・事後アンケートの結果とイ 抽出生徒の様子から手立て２

「授業と家庭学習をつなぐ工夫」の有効性を述べる。 

ア 事前・毎時間・事後アンケートの結果 

次頁表８は、手立て２「授業と家庭学習をつなぐ工夫」に関わる事前・事後アンケート

結果である。質問項目ｅにおいて、「自分が復習しなくてはいけないことが分かる」と回 



 

表８ 手立て２「授業と家庭学習をつなぐ工夫」に関わる事前・事後アンケート結果（N＝56 事後 N＝53） 

質問項目  当てはまる 
どちらかと
いえば当て
はまる 

どちらかと
いえば当て
はまらない 

当てはま
らない 

ｅ 数学の授業後、自分が復習しなくてはいけないことがはっきり分か
る。 

事前 
28.6％ 25％ 32.1％ 14.3％ 

53.6％（30 人） 26 人 

事後 
35.8％ 54.7％ 7.5％ 1.9％ 

90.5％（48 人） 5 人 

ｆ ポイカと学習の対応表は、家庭学習の内容を決めるのに役立った。 事後のみ 
30.2.％ 52.8％ 

11.3％ 5.7％ 
83.0％ 

ｇ 自分の理解度に合った家庭学習を行うことができた。 事後のみ 80.1％ － － 19.9％ 
ｈ 授業中に先生が前回までの復習や確認を取り入れたことは、前回
までの内容を思い返すのに役立った。 

事後のみ 
75.5％ 18.9％ 

3.7％ 1.9％ 
94.4％ 

答した生徒は 53.6％から 90.5％まで増えた。「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」

「どちらかといえば当てはまらない・当てはまらない」という回答の人数に関してχ2検定

を行ったところ、有意差が認められ「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」が事後

には増加していた（χ2＝16.538，df＝１，p<.01）。質問項目ｆとｇにおいては、「ポイカと

学習の対応表が学習内容を決めるのに役立った」と回答した生徒は 83.0％、「自分の理解度

に合った家庭学習を行うことができた」と回答した生徒は 80.1％であった。このことから、

ポイカと学習の対応表を照らし合わせて、課題を選択することができたことが分かる。こ

れらのことから、自分が復習する内容を選択するために、ポイカと学習の対応表を照らし

合わせることが役立ったことと、自分の理解度に合った家庭学習を行うことができたこと

が分かる。 

質問項目ｈで、「教師がポイカを基に授業に復習を取り入れたことが、前回までの内容を

思い返すのに役立った」と回答した生徒は 94.4％であった。また、アンケートの自由記述

では、ポイカについて、「次の授業のときに、前回の内容を思い出すのに役立った」との回

答があった。生徒の理解度をポイカで見取り復習を取り入れたことと、授業でポイカを見

返し既習事項を確認したことが有効あることが分かる。このことから、教師が生徒の理解

度に応じて授業に復習を取り入れたことは、既習事項を振り返り、見通しをもって授業に

取り組むことに役立ったことが分かる。 

また、毎時間のアンケートからは、単元の学習を行うにつれて、数学の家庭学習を行う

生徒が増えたことが分かる（表９）。このような傾向が見られたのは、復習をする内容が明

確になったことに加えて、生徒が本時の学習が次時以降の学習につながることを認識し、

既習の学習内容を確実に習得する必要があると捉えられたからだと考える。生徒の生活記

録からは、学習の対応表があることで、家庭学習を積極的

に行うようになったとともに、他教科の学習でも、自分で

考えて復習できるようにしようという前向きな姿勢がう

かがえた。 

イ 抽出生徒の様子 

 図 14 は、生徒Ｆのポイカの様子である。生徒Ｆは、第１時の授業で、ピンク色のポイ

カを記録した。その後の家庭学習では、学習の対応表を基に、基本の問題を行い正解した

ため水色を重ねた。それ以降の授業でも、不安が残ると学習の対応表を基

に、家庭学習を行っていた。生徒Ｆは、事後アンケートでポイカについ

て、「自分が理解できているところと、理解できていないところが分かっ

たので、分からない問題を中心に解くことができた」と回答している。 

次頁図 15 は、生徒Ｇのポイカの様子である。単元の第８時の授業で、

 

 



 

水色のポイカを作成したが、適用問題が不正解だったため、

ポイカをピンク色に変えた。その後、家庭学習において学習

の対応表を基に基本の学習を行ったが、不安が残ったためピ

ンク色のポイカを重ねた。生徒Ｇは事後アンケートでポイカ

について、「自分の分からないところを家で確認できたり、

前回の学習の振り返りができたりすることが役に立った」と

回答している。生徒Ｆと生徒Ｇの様子から、ポイカの色を基

に自分の理解度を自覚し、学習の対応表を用いて、自分の理解度に応じた家庭学習を行う

ことができたことがうかがえる。さらに、生徒Ｇは「授業で学んだことをタブレットで残

せたことがよかったと思ったので、次の授業でやったところを忘れないように違う教科で

もまとめていきたい」とも回答している。ポイカを通して、ICT を使って学びを蓄積する

よさに気付き、ポイカの利用を他教科にも広げようとする意欲がうかがえた。 

以上のことより、手立て２「授業と家庭学習をつなぐ工夫」を行ったことは、生徒が自

分に合った家庭学習の課題を選択することと、家庭学習のつまずきを解消する上で有効で

あったと考える。 

〇 【手立て３】単元の学びを整理する場の設定 

「『たしかめ問題』では、ポイカを見返しながら既習事項を意識して問題を解くことが

できたか」「ポイカやポイカシートを使い、単元の学びを他の生徒に伝えることができた

か」「単元における自分の理解度を自覚し、学びを整理することができたか」を検証する

ため、ア 事前・事後のアンケートの結果、イ ポイカの変化の様子とウ 抽出生徒の様子

の３点から手立て３「単元の学びを整理する場の設定」の有効性を述べる。 

ア 事前・毎時間・事後のアンケートの結果 
表 10 手立て３「単元の学びを整理する場の設定」に関わる事前・事後アンケート結果（N＝56 事後 N＝53） 

質問項目  当てはまる 
どちらかと
いえば当て
はまる 

どちらかと
いえば当て
はまらない 

当てはまら
ない 

ｉ 「たしかめ問題」を解くときは、その単元の学習のつながりを意識して解
いている。 

事前 
5.4％ 19.6％ 28.6％ 46.4％ 

25.0％（3 人） 42 人 

事後 
17％ 45.3％ 24.5％ 13.2％ 
62.3％（31 人） 20 人 

ｊ 応用の授業では、今まで学習した性質を意識してポイカを使い、説明す
ることができた。 

事後 
のみ 

45.3％ 41.5％ 
13.2％ 0％ 

86.8％ 
ｋ 単元末の授業では、ポイカやポイカシートを使い、他の生徒に考え方を
説明することができた。 

事後 
のみ 

32.1％ 32.1％ 
26.4％ 9.4％ 

64.2％ 
ｌ 単元末の授業を通して、単元の学習における自分の理解度が分かっ
た。 

事後 
のみ 

73.6.％ 18.9％ 
5.6％ 1.9％ 

92.5％ 

表 10 は、手立て３「単元の学びを整理する場の設定」に関わるアンケート結果である。

質問項目ｉにおいて、「『たしかめ問題』を解くとき、学習のつながりを意識して解いてい

る」と答えた生徒は、25.0％から 62.3％に増えた。「当てはまる・どちらかといえば当ては

まる」「どちらかといえば当てはまらない・当てはまらない」という回答の人数に関してχ
2検定を行ったところ、有意差が認められ「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」が

時後には増加していた（χ2＝13.935，df＝１，p<.01）。ポイカを利用して「たしかめ問題」

に取り組むことが、既習事項やそのつながりを把握することに効果があったことが分かる。

このことから、「たしかめ問題」では、ポイカを見返しながら既習事項を意識して問題を解

くことができたことが分かる。 

質問項目ｊとｋでは、「ポイカを使い説明することができた」と回答する生徒は 86.8％と

64.2％、質問項目ｌでは、「単元のまとめを通して自分の理解度が分かった」と答えた生徒

 



 

は 92.5％だった。ポイカを使い既習事項を示しながら、教え合いを行ったことと、「たしか

め問題」の正誤によって理解度を自覚しポイカの色を変えたことに効果があったと考える。

また、教え合いを通して、自分の説明では相手には伝わらないことに気付き、他者の説明

を参考にしながら考え直したことも、理解度を自覚することに寄与したと考える。このこ

とから、ポイカやポイカシートを使い、単元の学びを他の生徒に伝えることができたこと

と、単元における自分の理解度を自覚し、学びを整理することができたことが分かる。 

イ ポイカの変化の様子 

 図 16 は生徒Ｈのポイカシート（一部）の変

化の様子である。生徒Ｈは、「たしかめ問題」

における教え合いで、不安のある内容を生徒 I

に確認し、自分なりに理解したので、ピンク色

だったポイカの上に水色を重ねた。また、その

教え合いの中で、生徒 I は、生徒Ｈのポイカシ

ートから既習のポイカを探すのが大変だったた

め、ポイカを一単位時間ごとに仕切ってまとめ

た方が確認しやすいとアドバイスをした。それ

を受け、生徒Ｈはポイカを整理し直し、自分が確認しやすい

ようにポイカシートに一単位時間ごとの区切り線を入れた。

生徒Ｈは、事後アンケートで「ポイカを使うことで、自分の

分からなかったことを友達に聞き、自分なりのポイカを作れ

たことが良かった」と回答している。生徒Ｈは、学びを自覚

し、自分なりに学びを整理したことが分かる。 

また、生徒Ｊは、「たしかめ問題」で解決できなかった問題を、教え合いで理解し、考

え方を写真でポイカにし、その理由となる既習のポイカを関連付けて記録した（図 17）。

生徒Ｊは、自分の理解度を自覚し、以降の学習に生かすことができるポイカを意識して作

成し、事後アンケートでポイカについて「図と説明が付けられて一目で分かりやすい」と

回答している。これらのことは、自らの学びを他者と記録し共有し、自分が使いやすいよ

うに整理する力を発揮した姿につながると考えられる。 

生徒Ｈや生徒Ｊの様子から、単元における自分の理解度を自覚し、学びを整理すること

ができたことが分かる。 

ウ 抽出生徒の様子 

 表 11 は、第９時における

「たしかめ問題」の教え合

いで、実際に行われた生徒

の会話の様子である。「たし

かめ問題」を解くときと教

え合いでは、根拠となる既習事項を示すように、生徒には事前に伝えてあった。ここでの

様子から、生徒Ｋは、ポイカを確認しながら、問題に取り組み、他の生徒に単元の学びを

表現している様子が分かる。生徒Ｋは①で、生徒Ｌが示した角度が、四角形の内角である

ことと、その四角形の内角のうち、それ以外の三つの角は角度が示されていることから、

     

ｖ 

 

 生徒Ｋ：（ポイカシートとプリントを見ながら）これが分からない（プリントの問題を指す）。 
生徒Ｌ：えーと、下の四角形のこの角の角度は分かる？ 
生徒Ｋ：①（ポイカを見ながら）四角形の内角の和は 360°だから、（計算して）100° 
生徒Ｌ：そう。ってことは、上の三角形のここの角は？ 
生徒Ｋ：あ、100°。②（ポイカを探して）対頂角は等しいから。あ、分かった。 

③（計算して）答えは 50°だ。できた。 
生徒Ｌ：何で 50°って分かったの？ 
生徒Ｋ：三角形の内角の和は 180°だから。

 



 

ｎ角形の内角の和を求めるポイカを確認しながら、生徒Ｌに向けて考えを表現し、角度を

求めていた。②では、生徒Ｌのヒントから、等しい角度になることを想起し、角度を答え

た。その後、ポイカの中から同じ図を探し、既習事項である対頂角と問題を結び付けるこ

とで、生徒Ｌに「対頂角は等しいから」と伝えた。③では、生徒Ｋが自信をもって答える

ことができる既習事項であり、当然分かるであろうという思いから、角度を求めたときの

根拠となる既習事項を伝えなかった。生徒Ｌが聞き返すと、即座に理由を答えた。このよ

うに、「たしかめ問題」の教え合いを通して、ポイカを確認しながら、既習事項と「たしか

め問題」を関連付けて、問題の解決に取り組む生徒の姿が見られた。このことは、記録し

た自らの学びを課題解決に利用する力を発揮した姿につながると考えられる。 

 以上のことより、手立て３「単元の学びを整理する場の設定」は、生徒が単元の学びを

整理する上で有効であったと考える。 

〇 生徒Ｍの様子から、手立て１と２で授業と家庭学習をつなぐことの有効性の考察 

生徒Ｍは、単元の第１時で、適用問題の誤答からポイカをピンク色にして記録した。そ

の後、家庭学習でポイカを利用し、学習対応表を基に、基本の問題に取り組み、ポイカを

水色に変え記録した。 

第３時では、ポイカの作成時に、ピンク色にして記録したが、振り返りでの教え合いで

理解し、適用問題も正解したため水色に変えた。生徒Ｍは、事後アンケートで、「分かると

ころと分からないところの区別がはっきりした」と回答している。ポイカを利用し、学習

の振り返りにおいて、教え合いや適用問題を行うことを繰り返し、理解度を可視化したこ

とで、自分の学習の理解度を自覚することができた。また、生徒Ｍは、「図形の内容が苦手」

と話していたが、ポイカを基に家庭学習を行い、学習内容を理解することが、次時の学習

につながることを認識し、図形の学習に手応えを感じていた。そして、第４時～第６時後

には、基本と応用の両方の学習を行い、自ら家庭学習に取り組んでいた。生徒Ｍは、自分

の理解度を自覚しながら、自分の学習を調整し、自分に合った家庭学習に取り組むことが

できた。また、それを続けることが自信につながった。 

このことから、ポイカを記録し利用することで、授業と家庭学習をつなぎながら、情報

を蓄積し活用する力を育成することができたと考える。また、授業と家庭学習をつなぐこ

とで、主体的に学びに向かう姿を涵養することにも寄与したと考える。 

〇 生徒Ｄの単元全体での様子から、手立て１～３の有効性の考察 

第４時、第７時、第８時では、既習事項を用い、図形の性質を説明する学習を行った。

生徒Ｄは、それらの授業において、既習事項を図形の中から見いだし、それらを関連付け

ながら、図形の性質を説明する方法を複数考えた（P.70 資料１生徒Ｄのポイカシート上段

参照）。第４時では、補助線を引くことで既習事項を根拠として説明できることを知り、図

形の性質を説明した。第７時では、第４時の学習が今回も生かせることに気付き、全体で

課題解決の見通しをもつ場面において、「補助線を引けば今まで学んだ性質が使える」と発

言した。そして、図形に補助線を引き、既習事項を関連付けながら、図形の性質の説明を

行った。既習事項と過去の学習での場面や状況を関連付けることができた。また、既習事

項を用いて説明することの重要性を認識し、授業後の家庭学習で応用の問題を行った。事

後アンケートでは、ポイカについて、「自分が何を復習すればよいのかが分かりやすかった」

と回答している。生徒Ｄは、ポイカを基に自分に合った家庭学習に取り組んだことがうか



 

がえる。さらに第８時では、星形の先端に集

まる角の和の求め方を、既習事項を使い説明

した。生徒Ｄは、説明の仕方を４通り考え、

それを基に他者との対話を通して比較・共有

しながら、自分の考えを広げ深め、整理した。

同時に、既習の知識が課題解決に生かせるこ

とを実感した。これは、学びを構造化し、数

学的な見方・考え方を働かせながら、深い学びの実現に近づいた姿と言える（図 18）。生徒

Ｄは、学びを蓄積し、単元の学びとそのつながりを捉え整理し、以後の単元に生かせるポ

イカシートを作り上げた。また、他の生徒からも同様の様子が見られた（P.70～71 資料１

の生徒Ｏや生徒Ｉのポイカシート参照）。これらのことから、「自らの学びを蓄積し活用す

る力」を高めることができたと考える。 

以上のことより、手立て１～３を通して、目指す生徒像に近づくことができたと言え

る。 

〇 外国語科での実践の様子 

外国語科の実践においては、単元のまとめで、職場体験のレポートを英語で書く活動を

行った。生徒は、職場体験に合った表現を、単元で蓄積してきたポイカの中から選択し、

その構成を考え、見通しをもった上でレポート

を作成した。図 19 は生徒Ｎのポイカとレポー

トの様子である。生徒Ｎは、既習の知識と、職

場体験の場面や自分の気持ちを関連付け構造化

し、レポートを書き上げた。数学科でみられた

学びを蓄積し活用した姿が、外国語科での生徒

Ｎからも見られた。 

〇 実践後の生徒の様子から 

一部の生徒ではあるが、定期テスト前の家庭学習に、ポイカや学習の対応表を利用する

様子が見られた。また、生徒は、ポイカを作成し利用することの有効性を感じ、自主的に

他教科の学習内容のポイカを作成していた。さらに、事後アンケート「ICT や端末を今後の

自分の学習に生かせるとしたらどのような点ですか」の記述（表 12）からは、多くの生徒

が、ポイカのような端末の使い方を知り、それが端末を学習に生かす方法の一つとして有

効であると捉えたことが分かった。

これらのことから、生徒が学びを蓄

積し活用することの重要性を捉え

られたことも、本研究の大きな成果

であると言える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

 本研究では、生徒の自らの学びを蓄積し活用する力の育成を目指して、「学びの記録『ポ

 



 

イカ』を用いた支援を通して」として、「授業での理解度を自覚するための工夫」「授業と

家庭学習をつなぐ工夫」「単元の学びを整理する場の設定」の三つの手立てを講じた。それ

らの手立てを通して、生徒はポイカを利用し、他者と情報を共有しながら教え合い、学び

を記録し、適用問題から自分の理解度を自覚した。また、ポイカと学習の対応表を用いた

ことで、自分の理解度に合った家庭学習を進める生徒の姿が見られた。その中で、家庭学

習で身に付けた既習事項が、次の学習に生かせることを実感し、家庭学習への意欲が高ま

った生徒もいた。授業が進むにつれ、生徒はポイカシートを自分なりに工夫するようにな

っていった。それを共有することで、他者の工夫が有効であると認識し、自分のポイカシ

ートに生かす姿が見られた。また、ポイカを利用しながら、説明することを通して、既習

事項を関連付けて構造化し、深い学びの実現に近づいた。さらに、ポイカを利用し、単元

の学習のつながりを意識して問題に取り組み、他の生徒と説明し合うことを通して、自ら

の学びを表現したり、分からないことは新たにポイカとして記録したりして、今後に生か

すことができる自分なりのポイカを作成し蓄積する姿が見られた。外国語科での実践から、

ポイカの汎用性と更なる可能性を感じた。 

 以上のことから、本研究で講じた三つの手立ては、生徒の自らの学びを蓄積し活用する

力の育成に有効であったと考える。従って、情報活用能力の育成にもつながったと考える。 

２ 今後の課題 

授業全体の時間配分について、板書を写すことをポイカに記録することに置き換え、時

間の短縮を図ったが、振り返りに 10 分の時間を確保することが難しかった。今後は、発

問の工夫や、演習の問題の精選をし、振り返りをより充実させる必要がある。 

自分の学びを、オリジナルポイカとして表現できなかった生徒が 34％いた。オリジナル

ポイカの作成は、教え合いと並行して進めたため、授業での理解度が十分でない生徒は、

分からないことをなくすことに時間を費やしてしまったことが要因であると考えられる。

また、何を書けばよいのか分からなかったり、思いつかなかったりしたことも要因と考え

られる。振り返りの場面を更に工夫し、他者と授業での学びを比較・共有する場面を充実

させていく必要がある。 

家庭学習においては、復習を中心に考え実践したが、反転学習においてもポイカを利用

することは有効であると考える。また、授業と家庭学習のつながりの中で、情報活用能力

を育成することを目指していたが、家庭学習は生徒の自主性に委ねていたため、最後まで

行わない生徒もいた。家庭学習は何のために行うのかを再度確認し、家庭学習の意義や価

値を実感できるようにすることが必要である。また、家庭学習の様子をポイカで見取り、

適宜、家庭学習での取組を認め、励ますような声掛けを意識して行っていく必要がある。 
<引用・参考文献> 
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通して－ 京都市総合教育センター研究課 
群馬県教育委委員会 (2022). はばたく群馬の指導プランⅡ  ICT 活用 Version https://gunma-boe.gsn.ed.jp (参照 2022-4-4)  
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資料１ 生徒のポイカシート 

生徒Ｄのポイカシート 

 

生徒Ｏのポイカシート（四角の枠と吹き出しは筆者加筆） 学びが構造化され
ている様子の一部 



 

生徒Ｉのポイカシート（四角の枠と吹き出しは筆者加筆） 

 

資料２ 学習の対応表 

 

P.115－1(1) P.115－1(2) P.115－1(3) P.107 Q1
P.107 Q2のプラスワン

対頂角 P.75 □1 平行線の性質 P.75 □4 □5 P.77 □1 □2 P.77 □3
平行線であるための条件 P.75 □6 P.77 □4

対頂角 P.101 Q2 平行線の性質 P.102 Q2 三角形の性質 P.105 Q3 P.107 Q2

同位角錯角 P.101 Q3 平行線であるための条件 P.103 Q3 P.115－1(4)

対頂角 P.74 □1 □2 平行線の性質 P.74 □4 P.76 □1 P.76 □2

同位角錯角 P.74 □3 平行線であるための条件 P.75 □3

P.115－2(1) P.115－2(2) P.131－1(1) P.131－1(2)

P.115－2(3) P.131－1(3)

P.79 □1(2)(4) P.79 □2 P.79 □3 P.90

P.79 □4 P.90 □2 P.90 □1

多角形の内角の和 P.109 例3 P.111 Q1

何角形か？ P.109 例4 P.111 Q3

P.78 □1 P.78 □3 P.78 □4 

P.78 □2

手順３　ピンクのポイカだった内容の問題ができたら、水色のポイカを重ねよう。

　　　　水色のポイカの内容の問題ができなかったら、ピンクのポイカを重ねよう。

4章　平行と合同

1節　角と平行線

数学　[学習の対応表]

自分の気持ち

適用問題正解〇

ピンクポイカなし
大丈夫。余裕。 応用

応用か基本の判定

基本

応用

基本できたけど心配。不安だから復習したい。

手順１　毎時間の授業でのポイカの様子や、自分の気持ちから応用か基本を選ぼう。

基本

大丈夫。できそうだ。

ベーシックドリル4－2

ワーク

ドリルパーク

教科書

授業⑤教科書P.108-109 授業⑥教科書P.110-111

教科書

教科書

ドリルパーク
ベーシックドリル4－1

ワーク

授業⑦教科書P.112-113

今までの基本の内容を繰り返す

平行線と角 三角形の角

パワーアップドリル4－2

ベーシックドリル4－4ベーシックドリル4－2

ベーシックドリル4－1

ベーシックドリル4－4 パワーアップドリル4－1

ベーシックドリル4－3

星形の図形の角の和

授業⑧教科書P.114

図形の性質の調べ方

基本

教科書

ワーク

ドリルパーク

授業の様子

適用問題不正解×

授業①教科書P.100-101

いろいろな角

ワーク

ドリルパーク

できません。わかりません。

ピンクはないけど心配。不安。復習したい。

応用

応用

基本

手順２　授業内容と自分が決めた応用か基本をもとに、家で復習する内容を選んで、家で復習してみよう。

多角形の内角 多角形の外角

授業②教科書P.102-103 授業③教科書P.104-105 授業④教科書P.106-107

図形の性質と補助線

ベーシックドリル4－3

学びが構造化され
ている様子の一部 



 

資料３ 指導の計画と本研究の関わり 

（時間の欄には、その時間に作成したポイカが基本なのか、応用なのかを表記） 

過 

程 

時 

間 

○ねらい 

めあて  

□作成されると思われるポイカ 

■作成を促すポイカ 

本研究の手立て等 

△生徒の活動 

▲教師による支援 

で

あ

う 

１ 

 

基

本 

○アコーディオンフェンスの

模様から、直線が交わって

できる角について考えるこ

とを通して、本単元の学習

で追究していく問いを見い

だすことができる。さらに

対頂角、同位角、錯角の意

味を理解することができ

る。 

 直線が交わってできる角に

ついて考えよう 

□対頂角が等しいことは、実際の数

値を使わなくても説明できる。 

□対頂角は、180°からその隣り合う

共通した角を引くことで等しいこ

とが説明できる。 

□同位角や錯角は等しいとは限らな

い。 

■対頂角は等しい(画像付き)。 

■２直線に１つの直線が交わると

き、同位角と錯角という角の関係

がある(画像付き)。 

以下の支援を繰り返

し行う。 

 

【手立て１】 

追究・まとめの場面 

△ポイカを作成し、そ

の色を判断する。 

▲ポイカに記載する

内容を、フラッシュ

カードで示す。 

▲生徒と教師でファ

イルを共有する。 

振り返りで教え合い

とオリジナルポイカ

を作成する場面 

△個別で作成したポ

イカを、グループ

で共有・比較し、

教え合う。 

△ピンク色にしたポ

イカの内容が理解

できた場合は水色

に変える。 

△ポイカになってい

ない自分なりの学

びを「オリジナル

ポイカ」として作

成し、共有・記録

する。 

▲ポイカを基に、本時

の学習内容と理解

度を自覚させる。 

▲生徒同士で解決で

きないグループへ

の声掛けを行う。 

振り返りで適用問題

を解く場面 

△個人で適応問題を

解き正誤の確認を

する。 

△正答なら水色、誤

答ならピンク色に

ポイカの色を変え

る。 

▲適用問題の答え合

わせを行い、つまず

きの起こった箇所

とポイカの対応を

明らかにする。 

 

 

 

追

究

す

る 

 

２ 

 

基

本 

○平行線の性質と平行線であ

るための条件を見出す活動

を通して、角の大きさを求

めることができるととも

に、２直線が平行であるか

を、平行線であるための条

件を根拠に説明することが

できる。 

 ２直線に１つの直線が交わ

ってできる角の性質につい

て調べよう 

□同位角が等しいときは、錯角も等

しくなる。 

□２直線が平行かそうでないかは、

同位角か錯角に着目するとよい。 

■平行な２直線に１つの直線が交わ

るとき、同位角、錯角はそれぞれ

等しい(画像付き)。 

■同位角か錯角が等しければ２直線

は平行(画像付き)。 

３ 

 

基

本 

 

○三角形の頂点を通り、その

頂点のない辺と平行な線を

引く活動を通して、三角形

の内角と外角の性質を説明

することができる。 

 三角形の角の性質を調べ、

説明しよう 

□補助線を引き、平行線の性質を使

うと、三角形の性質が説明でき

る。 

□図形の性質を調べるには、補助線

を引くとよい。 

□ 隣 り 合 っ た 内 角 と 外 角 の 和 は

180°。 

■三角形の内角の和は 180°。 

■三角形の１つの外角は、それと隣

り合わない２つの内角の和に等し

い（画像付き） 

４ 

 

応

用 

〇角の大きさを求めることに

ついて、補助線をひき既習

の性質を図形の中に見出す

活動を通して、角の大きさ

の求め、その方法を説明す

ることができる。  

図形の性質を補助線を引い

て調べよう 

□C を通ってℓと m に平行な線を引い

た方が楽だ。 

■∠a+∠b=∠c(画像付き)。 

■図形の性質を説明するときは、図に

補助線を引き、今までに習った性質

を使うとよい。 

 

５ 

 

基

本 

 

〇多角形の内角の和を帰納的

に調べる活動を通して、n

角形の内角の和の求め方を

導くことができる。それを

演繹的に確かめることがで

きる。 

多角形の内角の和について

調べよう。 

□多角形の内側にある角を内角とい

う。 

□多角形の内角の和は、補助線を引

き三角形に分けることで求めるこ

とができる。 

□特徴をつかむと、公式を作ることが

できる。 

□内角の和が何度なのかわかれば、

その多角形が何角形なのかを求め

ることができる。 

■ｎ角形の内角の和は 180°×（n－2） 



 

６ 

 

基

本 

 

〇多角形の外角の和を求める

活動を通して、n 角形の外

角の和を演繹的に求めるこ

とができる。 

多角形の外角の和を求めよ

う 

□内角の隣の角を外角という。 

□外角の和は、内角の和をもとにして

求めることができる。 

■多角形の外角の和は、360°。 

【手立て２】 

家庭学習の場面 

△ポイカと学習の対

応表を基に家庭学

習の内容の選択を

する。 

△家庭学習を行う。 

△家庭学習でできた

問題は水色、でき

なかった問題はピ

ンク色のポイカを

重ねる。 

▲学習の対応表を作

成し、提示する。 

次の授業の既習事項

の確認の場面 

▲家庭学習でのポイ

カの色の変化を授

業前に確認する。そ

の生徒のピンク色

のポイカの状況に

応じて、全体や個に

応じた学習支援を

行う。 

 

以上の支援を繰り返

し行う。 

７ 

 

応

用 

〇くさび形の角の性質を、実

測・実験で予想し、図形の中

から既習事項を見出す活動

を通して、既習事項を根拠と

して、くさび形の性質を説明

することができる。 

 今までに学習した性質を使

って、くさび形 ABCD で、

∠A＋∠B＋∠C＝∠ADC で

あることを説明しよう 

□三角形を見付けると、既習の性質が

使いやすい。 

□補助線を引くと、既習の性質が使い

やすい。 

■これまでに学んだ図形の性質を根

拠として説明することで、すべて

の図形でその性質が成立すると言い

切ることができる。 

■くさび形で、∠a＋∠b＋∠c＝∠d(画

像付き)。 

つ

か

う  

８ 

 

応

用 

〇星形の先端に集まる角の和

の求め方を考え説明する活

動を通して、星形の角の和を

説明する様々な方法を考え

ることができる。 

 今までに学習した性質を利

用して、星形の５つの角の

和を求める方法を考えよう 

□１つの三角形の内角に 5 つの角を

集めることで求めることができ

る。 

□補助線を引き、平行線の性質を使

うと求めることができる。 

□三角形の性質を使うと求めること

ができる。 

□補助線の引き方によって、使う性質

が変わる。 

□単元で学習したどの性質も説明に

使える。 

■星形の５つの角の和は 180°。 

単

元

末

の

ま

と

め 

９ 〇単元末の授業で、ポイカを利

用し、「たしかめ問題」を解

き、教え合いを行い、単元の

学びを確認し整理すること

ができる。 

 単元で学びをより確かなも

のにしよう 

 【手立て３】 

△ポイカを利用し、

「たしかめ問題」

を解き、教え合い

を行う。 

△分からなかった問

題の解き方をポイ

カとして記録する。 

△ポイカシートを整

理する。 

▲単元の学びやその

つながりを再確認

し、整理するよう

促す。 

 


